
建物の概要
名称　和倉温泉　宝仙閣グループ　宿守屋寿苑　　所在地　石川県七尾市石崎町香島 1 丁目

概要　建家：地上 8 階　延床面積：9300m2　構造：RC造　用途：宿泊業

1 ．技術開発の目的と経過
目的：�既存建屋を現オーナーが購入し宿泊業をオープンしたが、水道、排水、空調配管の漏水がひどく空調運転

経費が大きく省エネルギー対策が必要となった。

経過：�空調機器を個別で空冷にすることで循環水の漏れ及び結露水の発生を防ぐ提案と、使用する部屋のみの稼

働による消費電力の削減、大型クーリングタワーでの蒸発水の廃止、事務室での館内全域の空調機器運転

の把握、冷暖房の切り替えの簡易さを推進、さらに消費量の見える化を提案し受託してもらう。

2 ．設備・システムの概要
1 ）�既設システムの課題：重油ボイラーによる暖房、水冷チラーによる冷房にて稼働。築30年以上経過の為、

配管より漏水、結露、機械室からの振動、騒音で稼働出来ない客室が数室あり、宿泊提供室の減少、満室

時のクレーム処理等が多発、又大型クーリングタワーが正面屋根上にあり、運転時の蒸発水が吹き上がり

景観を損ない、かなりの水量の放出になっていた。

2 ）�改修設備の概要：宿守屋寿苑において、客室系統で使用されている既存のセントラル空調システムから、高

効率個別空調システムへ更新する。また、大広間及び男女脱衣場にも高効率空調機を導入し、省エネルギー

化を図る。これまで空調の燃料として、電力及び暖房の一部では重油を使用。今回の空調機更新においては

暖房で使用していた重油を電力に変換するため、電力の総使用量は導入前より増加。

3 ．着想
特別な免許管理者及び業者による冷暖房切り替え作業が不要で、中間期の冷暖好み仕様が可能でクレームの削

減につながる。必要な部屋、場所のみの運転が可能になる。

4 ．効果
全体エネルギー使用量（原油換算：換算係数0.00218t/m2）

◯改修前

　H26年度……490.1㎘/年

◯回収後

　H28年度……352.7㎘/年

◦一般財団法人 省エネルギーセンター最優秀賞◦改修設備部門

設備所有者：和倉温泉 宝仙閣グループ宿守屋寿苑
設備施工者：北陸エアコン株式会社

優良省エネルギー設備顕彰事例①

冷温水空調システムを省エネルギー空冷空調機器への改修
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●省エネ効果

490.1-352.7＝137.4㎘/年　28.0％削減

●詳細データ

エネルギー削減量算出根拠　表 1 参照

省エネ実績　表 2 参照
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表 1 　エネルギー削減量算出根拠
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5 ．投資回収
改修工事総費用　63,411,569円

補助金対象経費（設備費、工事費）　57,698,016円

補助金申請額（対象経費の1/3）　19,232,671円

投資回収年数　63,411,569円/（137.4kl×75,254円/kl）＝約 6 年

（補助金交付除投資回収年数　44,178,898円/（137.4kl×75,254円/ kl）＝約4.3年）

6 ．他の建物への応用性、便利性
姉妹建物の山代温泉（宝生亭）、和倉温泉（宝仙閣）、和倉温泉（はまずる）も同様な設備の改修を実施。

表 2 　省エネ実績

June 2019  |  REFRIGERATION & AIR -CONDITIONING CONTRACTORS 17



7 ．仕様または開発製品、システム、部品等の仕様

8．環境保全、便利性等
CO2排出削減量＝燃料（原油換算）の削減量×単位発熱量×（44/12）

137.4㎘×38.2×（44/12）＝19,245t-CO2/年

9 ．工夫その他設備の特徴
宿泊営業したままの全面改修の為午前10：00チェックアウト午後 3 ：00チェックイン内の作業時間での施工

となり工事中のイメージを出さない。客室の売れない部屋を最小限にする。

創意工夫

空調機器を個別で空冷することで循環水の漏れ及び結露水の発生を防ぐ提案と、使用する部屋のみの稼働によ

る消費電力の削減、大型クーリングタワーでの蒸発水の廃止、事務室にて館内全域の空調機器運転の把握、冷暖

房の切り替えの簡易さを推進、さらに消費量の見える化を提案した。

10．市場性
宿泊業の利益は客数と消費エネルギーの削減が大きくかかわっています。又宿泊客のクレームの多くは音、匂

い、空調、対応が主です。個別空冷化によりクレームの削減が大きくかかわっています。

表 3 　仕様書案
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11．外観、構造図

図 1 　導入前後の比較図

建物全景 室外機設置状況 室内機設置状況
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